
農業委員応募

年月日 職名・役職名等 営農類型 主な作物 経営規模 形態

保坂　健次 男 71 農業

昭和53年4月20日
平成27年3月31日
平成31年4月1日
令和6年4月1日
令和7年6月1日

山陽地区消防組合採用
宇部山陽小野田消防組合退職
厚狭寝太郎地域環境保全会理事
碇堤水利組合組合長
山陽小野田市農業委員に就任

水稲
露地野菜

米
ｶﾎﾞﾁｬ
ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ

180ａ 専業
認定農業者

無

私はこの半年間、農業委員として活動してまいりました。現
地確認や農地利用状況調査、許認可業務を通して、農地
を守っていくことの難しさを学びました。特に利用権設定で
は、高齢化や様々な状況により耕作が難しくなった農地を
意欲のある担い手につなぐことが重要と考え双方の話を丁
寧に聞きながら調整を行いました。このような取組が農地
の有効利用につながったと感じています。まだ経験は浅く
知識も乏しい中、現場で学んだことを今後の活動に活か
し、信頼される農業委員として頑張ってまいります。引き続
き農業委員として地域の発展に寄与するべく再任に応募し
ます。

五十嵐　奨 男 52 農業
平成9年3月31日
平成25年3月1日
～平成27年3月31日

鳥取大学農学部卒業
楠むらづくり株式会社（万農塾）で
農業研修

複合経営
（露地野
菜、施設野
菜）

ﾄｳﾓﾛｺｼ
ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ

170a 専業 認定農業者 無

平成27年に福田地区に農地を借りて新規就農しました。就
農当初は大半が耕作されていた農地も、高齢化や鳥獣被
害の拡大により年々荒廃が進み、水路などの維持管理の
ような農業環境を守る作業も、農業者一人一人の負担が増
大しています。地域農業を将来に繋げ、私自身のような新
規就農者の定着の助けとなれるように、農業委員として農
地利用の最適化に貢献したいと思い応募しました。

藤田　勲 男 51 農業

1998年3月
2007年8月
2014年5月
2023年2月
2023年7月

愛媛大学（法文学部法学科）卒業
株式会社ｵﾌｨｽﾗﾝﾄﾞ（店長職）退職
沖縄県糸満市にて新規就農
山陽小野田市認定新規就農者
山陽小野田市農業委員新任

露地野菜
人参
ｵｸﾗ
白ﾈｷﾞ

80a 専業 認定農業者 無

当地域においての営農開始にあたり、農地の斡旋などを農
業委員会事務局や農林水産課で取り計らい頂きました。ま
た「認定新規就農者のﾒﾘｯﾄ」や「農地の利用集積の意義」
などもご教授もいただき、感謝いたしております。「自らの新
規就農経験」をもとに、「当地域への新規参入者に対する
手助け」が出来ないかと考えております。また「農業委員を
務めた経験」も活かしつつ、当地域の農業に貢献できれば
と考え、応募いたしました。

二井　一夫 男 42 農業
平成16年3月
平成21年4月

山口県立農業大学校卒業
二井観光ぶどう園就農 果樹 ぶどう 200a 専業 認定農業者 無

私はこれまで農業委員を3期12年務め、特に有帆地区の優
良農地の保全と担い手への集約化に心血を注いできまし
た。地域の農情を熟知し、農家の方々と築いてきた厚い信
頼関係は、課題解決に不可欠な財産であると自負しており
ます。高齢化や遊休農地対策が急務となる中、4期目もこ
れまでの実務経験を最大限に活かし、現場に即した公平・
適正な判断で、有帆地区および本市農業の持続可能な発
展に全力を尽くす所存です。

片山　竜典 男 61
農業
会社員

令和7年3月31日
令和7年4月1日

宇部・山陽小野田消防組合退職
西日本小型自動車競走会山陽事務所就職 水稲 米 168.3a 兼業

認定農業者
ではない

無

私の家は、代々水稲を主とする兼業農家です。幼いころか
ら農業を手伝い、高校を卒業し消防署に就職し、二十歳の
時に父親を病気で亡くし、その後は母親と農業を続けてい
ます。私の自宅周辺は、高齢化や後継者問題に加えて獣
被害も深刻であり、荒れた農地が増え続けています。荒れ
た農地が増えると害獣に有利な環境になり、益々農業離れ
が進むように思えます。今回、農業委員に応募して農地利
用の最適化について真剣に取り組んでみたいと思います。

応募する理由

応募者（応募した者）

氏　名 性別 年齢 職　業

経　　歴 農業経営の状況
認定農業者
か否かの別

農地利用最
適化推進委
員への応募
の有無


